
貼り方説明

ゴミの除去方法

フィルム表面のゴミの部分にマスキングテープなどで印を付け、フィルムを剥がし石
けん水を噴霧し、ゴミの部分を指でこすり洗い流すようにし除去します。

外貼りの注意点

降雨時や貼り付け後の乾燥養生（夏季12時間、冬季24時間）が取れない場合、施工
は出来ません。
雨が良くかかる場所(天窓)は、エッジ付近からのフィルムが剥を防止するために、耐
水プライマーやエッジシーラーの使用をお勧めします。

フィルム貼り付け後、雨水がかかると貼り付けたフィルム浮いて剥がれの原因になり
ます。

耐水プライマーやエッジシーラーを使用するとフィルムがエッジから剥がれにくくなり
ます。

また、フィルムエッジのクリアランスを大きめに取る方が、エッジ付近からの水やゴミ
の混入が緩和できフィルムの乾燥もしやすくなります。

※型板ガラスの外側（平滑面）に貼り付け時、凸凹面の裏側も若干ボコボコしている
為、スクレーパーや圧着スキージーなどの素材が硬い道具はあたりが悪いためお勧
め出来ません。

ガラス表面の清掃は食器荒い用のスポンジで行い、圧着時はカーフィルム用スキー
ジー（柔らめのゴム）がお勧めの道具になります。清掃用ゴムワイパーを型板ガラス
用圧着スキージーとして代用可能です。

防犯フィルムの施工方法

防犯フィルムは厚みが分厚いため、フィルム貼付け後の裁断が綺麗にできません。
あらかじめプレカットして貼付けてください。
施工マニュアルの『100μｍを超える厚手フィルム施工の注意点』（P10）を参考にし、
貼付け作業を行ってください。

《使用する道具》
ロータリカッター、カッティングマット、直尺(直定規)、差し金(直角定規)、パワース
キージーなどを使用します。
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曲面、円形ガラスの施工方法

【曲面ガラス】

建築フィルムは、カーフィルムに比べフィルム圧が厚いため、車のガラスのような３次
曲面ガラスは貼る事ができません（曲がりがきつくなるほど×）。
一方、片側に曲がった２次曲面ガラスは、貼る事ができます。

２次曲面ガラスに貼りつける場合、平面ガラスに比べエッジにフィルムをはめ込む時
にシワが入り破損しやすくなります。

シワが入りにくくする為には、フィルムを粗切り裁断する際、ガラスの曲がっている辺
は極力ギリギリ(15mm以内)で裁断するとガラスにはめ込みやすくなります。

圧着スキージー、ゴムワイパー、スクレーパーなどは、しっかりとガラスにあたる方向
に使えば使用可能です。

また、フィルムのエッジカットする際、曲がっている辺にエッジスペーサーがあたりにく
いですが、エッジスペーサーの端とカッターを固定し一緒に動かしながら使用すれば
裁断できます。

【円形ガラス】

円形ガラスは、ガラスが３次曲面で無ければ貼り付け可能です。

曲面ガラスと同様にフィルムをはめ込む時、図①の様にガラス面にシワが入らない
ようにはめ込みます。
このガラスも曲面ガラスと同様に、ガラスサイズより少し大きめ(15mm以内)に裁断す
るとはめ込みやすくなります。

少し大きめの裁断が困難な場合は、一旦、四角い状態のフィルムを貼り付けてから
大きくはみ出た部分をカッターなどで何本か切り込みを入れてシワが入らないよう注
意してはめ込んでください。

エッジカットする際も曲面ガラスと同様に、図②の様にエッジスペーサーの端とカッ
ターを固定し一緒に動かしながら裁断してください。
他の道具は通常通り使用できます。

図① 図②



ステッカー(再利用不可)が貼っている場合

【方法①】・・・新しいステッカーを用意できる場合

既存のステッカーを剥がし→フィルム貼り付け→新しいステッカーを貼り付けます。

この方法のメリット・・・見た目が美しい。
この方法のデメリット・・・新しいステッカーを用意する為コストがかかる。
この方法に適したステッカー・・・店舗のロゴや文字など、複雑なデザイン。

【方法②】・・・新しいステッカーを用意できない場合

フィルムを貼り付けエッジカットする時にステッカーの部分を切り取りくりぬきます。

この方法のメリット・・・新しいステッカーを用意しないので低コスト。

この方法のデメリット・・・ステッカーのデザインが複雑になるほど裁断が難しく時間も
かかる。

この方法に適したステッカー・・・消防ステッカー、自動扉ステッカーなどのシンプルな
デザインで2、3箇所程度の場合。

※FIXガラスにステンレス製(再利用可能)の衝突防止マークが貼り付けている場合
は、マークを剥がしてフィルム貼り付け後に両面テープでマークを貼り付けてください。
くりぬける場合は【方法②】でも構いません。

強化ガラスや高性能熱線反射ガラスの注意点

一度、目立ちにくい場所(ガラスの下のほうなど)で、スクレーパーやカッターなどを
使って傷が付くか確認します。

傷が付きやすい場合は食器洗い用スポンジやプラスチックヘラなどを使って汚れを
落とし、頑固な汚れ(コーキング剤やテープ後)が取れない場合は部分的にスクレー
パーを使ってやさしく取り除きます。
残りの作業は、通常通り行ってください。

また、エッジカットの際、カット傷が気になる場合はプレカットして貼付け作業してくだ
さい。



障害物がある場合

【ドアのガラスに取っ手などが直付けしている場合】

穴が開いたガラスに後からビスで取り付けしているタイプは、手すりを外してフィルム
を貼り付け穴の部分を裁断し、フィルム貼り付け後手すりを取り付けてください。

【ガラス付近に手すりなどがある場合】

ガラス付近に手すりなどがありフィルムのエッジカットが困難な場合、実際のガラスを
利用し型取りしてから貼付けします。

カッティングマットの上でプレカットや、オーダーカットして貼りつける方法でも大丈夫
です。

《型取り方法》

一度、貼り付けするガラスに、粗切りしたフィルムのセパレーターを剥がさずに石け
ん水で実際貼付けるように位置合わせし水貼りします。
手すりより上部をエッジカットする方法で、フィルムを型取りします。

フィルムを貼付けする時は、その型取りしたフィルムの上下を逆さまにして貼付けし
て下さい。

プールや浴室の注意点

施工後の乾燥養生(夏季12時間、冬季24時間)をしっかり取れない場合、外貼り施工
になります。

水がよくかかる場所は、エッジ付近からのフィルムが剥を防止するために、耐水プラ
イマーやエッジシーラーの使用をお勧めします。

横長ガラスの施工方法

横幅が1500mmサイズを超える横長ガラスを貼付けする場合は、サイズが大きすぎ
るため載せ替え貼りはできません。
貼付け方法は2人貼り、もしくは巻き降ろし貼りの方法で横向きに転がす貼り方にな
ります。

横向きに転がして貼付けする場合は、フィルムを大きく粗切りしすぎてしまうと枠など
に引っかかり転がしにくくなります。
フィルムを粗切りする際、小さめ（15mm以下）に裁断すると転がしやすくなります。


